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磁場 中のス ピングラス

東北大 ･工 猪苗代 盛,桂 重俊

磁場中冷却,零磁場冷却帯磁率などの現象に関連 して,スピングラスには多数の準安定な状

態が重要な役割 を果 していると考えられている｡ 我々は短距離相互作用のスピングラスが実験

的にも注目をあびつつあることを慮 し,このような系についての準安定な多数の状態を有効場

の分布関数法における多重解 としてとらえ,その磁場依存性について調べることを目的とする｡

無限長距離ガウス型相互作用のスピングラスでは, SK解の安定不安定の境界線 としてAT

ラインが定義され,ATライン以下の温度ではレプリカ対称性の破れに解が存在する｡

このレプリカ対称性の破れの物理的意味は Parisi(1983)1)によると,多数の準安定状態が

存在することを解釈される｡ レプリカ法の使えない

±JランダムボンドIsingモデルの場合にも,そ

れに相当して温度磁場平面で,多数の準安定状態が

ある領域とそうでない領域との境界線 として,図に

示すようなAT likelineが存在すると予想される｡

T-0ではその臨界磁場は, SKモデルと違って有

限であろう｡

有効場の分布関数に対する非線型の積分方程式は,

AT 抽 ル 止

0 TI T

9(A)- pJ'∂〔h-sgn(h′十k｡)min(I.,Eh'十畑 9(I-ll'(h′)dh′
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十(1-p)JI∂〔h十sgn(h′十k｡)mi n(Jo,Ih'+heJ)9(Z~1)(h')dh′

(pは強磁性ボンドの濃度 )

z-1 z-1

9(I-1)(A)-J∂〔h-,写1A,],919(A,)dhj

となる｡解として

g(A)- nE Lgn∂〔h-ni〕, for h｡- m亨
上

を仮定すると,外場 k｡- 0に対 しては,既に求められた解 をすべて再現し,2)またそれ以上に

Lの異なる無限に多数の解が存在するO外場 k｡-0の場合 も一般的には同様に多数の解が存

在する.しかし, h >4J｡に対 しては,解は唯一つとなることはあきらかである｡従って臨e

界磁場 k｡が存在するはずであるが,その値は単純に 4J.ではなく,数値計算の結果から

p- 015 に対 して h= 1･5- 1･5625J｡e

p- 0･7 に対して ん =0･75Joe

であることが推定された｡
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ス ピングラスの臨界現象
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交流帯磁率に相転移を示唆するような鋭いカスプが現われながら比熱に何の異常 も伴なわな

いスピングラス転移が新 しいタイプの相転移ではないかと注目を集め多くの研究がなされてき

た｡それにもかかわらず現在まで"相転移 〝か否かの間に完全に答えることができない理由は,

実験的に非線型帯磁率から求めた臨界指数が試料によって大きく異なっていることにあると思

われる｡Edwards,Anderson理論 を基に Suzukiは二次相転移に関する Landauの理論 をス ピ
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